
 

 

 

 

 

 

 

 

 ピーク極点図ファイルとバックグランドファイルが別々に測定されている極点図の扱い 
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１．概要 

 極点図測定に際して、リガクでは古くからバックグランド測定も同時に行われていたが、 

   最近の測定では別に測定されるケースもある。又、他社では別々に測定されているケースが多い。 

   このようなデータを扱う場合、ピーク極点図ファイルにバックグランドも登録すれば便利になる。 

   PluralAsctoAscソフトウエアでは、ファイル名からピーク極点図、バックグランド極点図を判断し 

   一度に多数の極点図ファイルからグループ化する機能がある。 

   他社データに場合、他社フォーマットを ASCフォーマットに変更すれば、PluralAsctoAscソフトを 

   介して、CTRパッケージソフトウエア群が使用可能なり、各種 ODFも使えるようになります。 

 

２．ピーク極点図とバックグランド極点図の認識 

 ピーク極点図とバックグランドはファイル名で認識します。 

 ピーク極点図をHKL.ASC とした場合、バックグランドは  

  HKLBG1.ASC 

  HKLBG2.ASC 

  HKL_BG_low_β.ASC 

  HKL_BG_high_β.ASC 

 とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＳｍａｒｔＬａｂ－Ｉｎｐｌａｎｅ測定データの場合 

  

一括読み込みで File1,File2,File3 のグループ化が行われる。 

 

 

Checkで 

  

  



 バックグランド部を拡大 

  

 

 グループ化されたファイルが、groupホルダに登録されている。 

 

 

  

  cps単位で登録される。 



バックグランドがｌｏｗのみの場合 

 

 

 

Checkでαプロファイルを表示 

 

 



バックグランド部分を拡大 

  

 Beforeで極点図を確認出来ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌデータの場合 

ｘｒｄｍｌファイルをＡＳＣファイルに変換すれば、PluralAsctoAscソフトウエアが使えます。 

ＡＳＣファイルへの変換は、PANatoＡｓｃソフトウエアで行える。 

  

  

 Startで Ascファイルを作成 

  

  

  

 

 

 

 

 

入力データ 

 

 

 

ASC データ 


